
本会議をライブ中継で
配信中です！

配信は
こちら

◆
令
和
６
年
２
月
14
日
　
◆
発
行
責
任
者  

議
長 

小
野
德
重

印
刷
／
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ュ

（

）

　
☎
　（
０
２
５
４
）４
３

－

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
５
４
）４
４

－

７
８
７
５

〒
９
５
９

－２
６
９
３

新
潟
県
胎
内
市
新
和
町
２
番
10
号

議会だより

議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議議会モニター会議
女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会女性委員・会員等との意見交換会
職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果職ナビゲーション／議決結果
一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）一般質問（8人）
常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査
委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告委員会視察報告／／／閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後閉会中調査のその後
会派視察報告会派視察報告会派視察報告会派視察報告会派視察報告会派視察報告会派視察報告

22～～3333ページページページページページ

444～～555ページページページページページ

666ページページページページページ

777～～14141414ページページページページ

15151515ページページページページページ

16161616ページページページページページ

17171717ページページページページ

長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー長橋在住の小菅さんファミリー
左から　百李（もも）さん　　
　　　　二花（にっか）さん　
　 　 初 （うい）さん　　

左から　百李左から　百李左から　百李左から　百李左から　百李左から　百李左から　百李左から　百李左から　百李（（（（（（もももももももももももももも）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　22222歳歳歳歳歳
　　　　二花　　　　二花　　　　二花　　　　二花　　　　二花　　　　二花（（（（（にっかにっかにっかにっかにっかにっかにっかにっか）さん　）さん　）さん　）さん　）さん　）さん　）さん　）さん　33333歳歳歳歳歳
　 　 初　 　 初　 　 初　 　 初　 　 初 （（（（（（ういういういういういういういうい）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　）さん　　666666歳歳歳歳歳

胎内市ホームページアドレス　https://www.city.tainai.niigata.jp/

No.80
令和6年2月14日
（2024年）

【題字】 渡邊 菜月 さん
わたなべ なつき

胎内市議会
フェイスブック

市議会の活動や話題を
発信していきます。
ぜひ、ご覧ください。

行政情報発信アプリ

「たいない議会だより」
をスマートフォン等か
らご覧いただけます。

※事前にアプリの
　ダウンロードが
　必要です。

2024年

編
集
後
記

編
集
後
記

2月

3月

18



　
11
月
13
日
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
取
組
の
一
環
で
議
会
モ
ニ
タ
ー
か

ら
議
会
に
関
す
る
意
見
や
感
想
を
お
聴
き
す
る
も
の
で
、
今
回
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
９
月
定

例
会
を
傍
聴
し
た
感
想
の
ほ
か
、
議
会
だ
よ
り
や
議
会
活
動
等
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会モニター会議を開催！議会モニター会議を開催！
（主　な　意　見）

•20代の人は表紙と裏しか見ないと思う。若い人から見られる中身にして欲しい。
「ちょっと変わったな」と思えば２ページ目以降も見てもらえると思う。

•議会だよりの一般質問に書かれている内容は、議員、市長ともにコンパクトにまとめ
られている。もう少し突っ込んだ、より具体的な方法で皆さんに伝えられるような手
段が必要だ。

•業界・業種の方も、市民の方もそれぞれの立場で捉えている部分、考えている部分が
違うと思うので、それらの方と意見交換をする機会を作っていただきたい。

•調査した結果を市民に報告して欲しい。それが無いことが、議会への関心が向かない
要因では。

•身近な議員さんであって欲しいということで、市長への手紙のように議員への手紙が
あってもいいのでは。

•表紙の写真について、時代の流れで２人ファミリー、もしくは何かに頑張っている
チームでもいいのでは。

•そのときの状況に応じた、表紙にしたほうが、見るほうとしては楽しみがある。

•ユーチューブで定例会を視聴すると２倍速で１時間もかかる。

•胎内市と他市を比較するのもいいが、胎内市の今についてもっと議論をしてもらい
たい。

•議論をぶつけている議会かなと思ったが、活発な部分が全然なかった。

•議場コンサートはもっと和んだ雰囲気にしてもいいのでは。

•市民が座談しているような所に議員が出向いて市民の声を聞いてもらいたい。

•議場コンサートを聴いている側のマナーとして、演者さんが気持ちよく演奏できる雰
囲気づくりをしてもらいたい。

•普通の人が、傍聴しに行くのはハードルが高いような感じがするが、議場コンサート
があれば、そのまま見に行こうという感じになる。

•議員さんにはどんどん質問して欲しいし、活気のある議会になったらもっといい。

•学生との意見交換会を開催すれば、学生も政治に少しは興味を持つし、投票率の向上
にもつながる。

議
会
だ
よ
り
９
月
１
日
号
に
つ
い
て

第
3
回
定
例
会
に
つ
い
て

議
会
活
動
に
つ
い
て

当
日
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

ここから
ご覧くだ
さい　☞
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（主　な　意　見） 　
11
月
19
日
、
市
内
の
各
種
団
体
等
で
活
動
さ
れ
て
い
る
女
性
委
員
・
会
員
等
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
13
名
（
９
団
体
）
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、①
子
育
て
・
教
育
・
学
び
・
防
災
、

②
健
康
・
福
祉
・
環
境
、③
産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
の
３
班
に
分
か
れ
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

•保育園・小学校・中学校とずっと一緒の良い面と悪い面がある。

•屋内遊戯施設がない。子ども達の遊び場が欲しい。

•Ｕターン人口を増やす努力をして欲しい。

•乳幼児検診の際、子育て等の聞き取りなど、すごく丁寧に対応していると感じた。　

•樽ケ橋遊園で子どもが喜ぶイベントなどいろいろな企画があるといい。

•洋上風力によって市が活性化するようなものにして欲しい。

•熊の出没が増えているので防災行政無線で知らせて欲しい。

•市内に、おしゃべりをしてコーヒーが飲める元気づくりの場所が多くあるといい。

•タブレットの持ち帰りが必須となっており、宿題など使用目的があれば良いがただの
重りと化している。使用方法などの学校全体の統一をしてくれたらいい。

•国際姉妹都市のカーボンデール市とのつながりがなくなったのはさびしいし、もった
いない。笛吹市などの友好都市などとの交流も大切だと感じる。

•お茶の間サロンに男性は集まってくれない。役割をもってもらうとか工夫が必要なの
で、区長さんに入ってもらってアイデアを出していけたらいい。

•防犯カメラについては市としてはどうなのか。また防災行政無線の発信が極端に遅い
のはいかがなものか。

•胎内市は自然が魅力なので、自然環境を守るため、自然保護条例を作って欲しい。

•物価が上がって生活が苦しくなっているので、以前のようなプレミアム商品券を発行
するような考えはないのか。

•チューリップフェスティバルや星まつりなど県外の人が訪れるイベントも多いので、
市内の施設などに誘導すれば活性化するのでは。

•のれんす号について　①予約時間の15分ぐらい前から出ているよう言われる。
　　　　　　　　　　　②新発田病院まで行ってくれたらとの要望がある。
　　　　　　　　　　　③買い物に行くのに荷物が多いのは困ると言われる。

子
育
て
・
教
育
・
学
び
・
防
災
に
つ
い
て

健
康
・
福
祉
・
環
境
に
つ
い
て

産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
に
つ
い
て

女性委員・会員等との意見女性委員・会員等との意見 交換会を開催！交換会を開催！ ここから
ご覧くだ
さい　☞
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5

○参加いただいた女性委員・団体

胎内市消防団、胎内市介護予防・日常生活支援体制整備推進協議会
胎内市民生児童委員協議会連合会、中条町商工会女性部、黒川商工会女性部
農村地域生活アドバイザー、保健推進員、ひだまりこども園、青少年育成胎内市民会議
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農村地域生活アドバイザー、保健推進員、ひだまりこども園、青少年育成胎内市民会議



　10月12日、市内の中学１年生と中
条高等学校の１年生を対象とした
「職ナビゲーション」が中条高等学
校で開催されました。このイベント
は、将来のキャリア教育の一環とし
て実施されるもので、様々な職業の
紹介や説明、体験、出会い等を通し
て、職業に対する理解を深める契機
とするものです。当日は胎内市議会
議員も参加し、議員の仕事について
生徒に説明しました。生徒からは
「25歳になれば選挙に立候補できることが分かった。」「議員になるには、政党に入っていなけれ
ばならないと思っていた。」といった議員に立候補するための条件を発見する生徒や、「市議会の
ことを詳しく勉強するよい機会になった。」といった感想を寄せる生徒もいました。生徒からは議
員の仕事のやりがいや、議員に立候補した動機等について質問もありました。

令和５年度補正予算 条例の一部改正

全会一致で可決（同意）された議案

・議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例    
・特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正
する条例
・国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・印鑑条例の一部を改正する条例
・空き地、空き家等の適正管理に関する条例及び老朽危険
家屋除却後の土地に対する固定資産税の減免に関する条
例の一部を改正する条例 

・一般会計補正予算（第７号）【専決】
・一般会計補正予算（第８号） 
・一般会計補正予算（第９号）
・国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・公共下水道事業会計補正予算（第２号）
・農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
・水道事業会計補正予算（第２号）
・簡易水道事業会計補正予算（第３号）

・農業委員会委員の任命について（14件）
・人権擁護委員候補者の推薦について（2件） ・公の施設に係る指定管理者の指定について  

【医療法人社団共生会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について  
【NPO法人スポーツクラブたいない】 

その他 
人事案件

・若者も安心できるよう物価上昇に見合う老齢基礎年金
等の改善を求める請願

請願

・若者も安心できるよう物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める意見書【提案者：羽田野孝子 議員】

議員提出議案

※上記議案は全会一致で可決されたため、議決賛否表を省略。

１年生の『職ナビゲーション』に参加しました

令和５年 第４回定例会議決結果
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議
員
　
洋
上
風
力
発
電
の
事
業
者

公
募
が
な
さ
れ
、
12
月
13
日
に
事

業
者
が
三
井
物
産
、
Ｒ
Ｗ
Ｅ
、
大

阪
ガ
ス
の
共
同
体
に
決
定
し
た
。

風
力
発
電
38
基
、
68
万
４
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
2029
年
６
月
操
業
開
始
。

工
事
着
工
に
伴
う
市
の
対
応
、
今

後
市
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

対
策
、
地
元
業
者
へ
の
支
援
は
。

市
長
　
今
後
は
法
定
協
議
会
に
お

い
て
事
業
計
画
が
具
体
的
に
説
明

さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
対
応
す
べ

き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
商
工
会
や
推
進
協
議
会

が
開
催
す
る
勉
強
会
へ
の
参
画
、

情
報
提
供
に
努
め
発
電
業
者
に
も

内
容
を
伝
え
て
い
く
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
観
光
や
視
察
等

が
増
え
る
と
思
う
が
、
新
し
い
課

や
係
等
を
設
け
る
考
え
は
。

市
長
　
必
要
に
応
じ
て
独
立
し
た

部
署
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
何
か
あ
れ
ば
年

度
途
中
で
も
対
応
を
考
え
る
。

議
員
　
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
松
の

盆
栽
が
あ
る
が
、
ど
の
様
に
管
理

し
て
活
用
し
て
い
る
か
。

市
長
　
職
員
の
ほ
か
定
期
的
に
知

識
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

剪
定
や
植
替
え
等
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
敬
老
会
式
典
等
に

活
用
し
て
い
る
。
今
後
、
多
く
の

人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

来
年
度
以
降
、
展
示
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
。

議
員
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
た
い
な
い
の

休
館
中
の
指
定
管
理
者
と
の
雇
用

関
係
、
ま
た
、
経
営
改
善
策
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
補
償
と
し
て
労
働
基
準
法

に
基
づ
き
賃
金
の
３
か
月
間
平
均

の
６
割
支
給
。
人
員
配
置
や
外
部

委
託
の
見
直
し
、
効
率
的
な
機
械

稼
働
、
燃
料
費
の
削
減
等
で
４
か

月
間
で
昨
年
比
540
万
円
の
削
減
が

図
ら
れ
た
。

議
員
　
休
館
中
の
指
定
管
理
料
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

　250
万
円
の
減
額

で
契
約
し
て
い
る
。

議
員
　
昨
年
度
の
12
月
〜
３
月
の

灯
油
代
、
電
気
代
は
い
く
ら
か
。

商
工
観
光
課
長

　別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

議
員
　
指
定
管
理
者
の
減
額
250
万

円
で
は
少
な
い
の
で
は
。

市
長
　
来
場
収
入
部
分
が
な
い
一

方
で
、
経
費
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
精
査
し
て

い
き
た
い
。

市
営
施
設
に
つ
い
て

せ
ん
て
い

天木 義人 議員 

一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

別表

12月

１月

２月

３月

合計

灯油代 電気代

270万円

253万円

268万円

321万円

1,112万円

200万円

219万円

176万円

164万円

759万円

洋上風力発電について

胎内市議会だより　№80
令和6年2月14日発行
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渇水によるひび割れた水田

除雪後　残された雪

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
　
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
、
渇
水
の
影
響
で
、
等
級
下
落

に
よ
り
米
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
市
と
し
て
の
支
援
策
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

夏
の
猛
暑
、
渇
水
の
影
響

に
よ
り
１
等
米
比
率
が
記
録
的
な

低
水
準
と
な
り
、
農
業
収
入
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
は
、
認
識
し
て

い
る
。
農
業
収
入
の
減
少
に
対
し

て
は
、
農
業
者
個
人
で
加
入
す
る

収
入
保
険
や
国
の
収
入
減
少
影
響

緩
和
交
付
金
な
ど
に
よ
り
補
て
ん

さ
れ
る
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
だ

て
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ

Ａ
胎
内
市
が
行
っ
て
い
る
緊
急
農

業
経
営
安
定
対
策
資
金
の
融
資
を

受
け
た
農
業
者
に
対
し
て
、
融
資

期
間
で
あ
る
２
年
分
の
保
証
料
相

当
額
を
補
助
す
る
。

議
員
　
今
年
度
の
各
捕
獲
頭
数
は

捕
獲
計
画
の
目
標
に
達
し
て
い
る

の
か
。

市
長

捕
獲
数
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

98
頭
、
カ
ラ
ス
223
羽
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
12
頭
、
イ
ノ
シ
シ
15
頭
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
２
頭
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
数
と
比
較
す
る
と
、
ニ
ホ
ン

ザ
ル
が
５
割
程
度
、
イ
ノ
シ
シ
が

８
割
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
４
割
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

は
特
定
鳥
獣
の
た
め
、
捕
獲
計
画

数
は
必
要
最
小
限
の
捕
獲
数
と
し

て
お
り
比
較
は
行
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
除
雪
車
が
除
雪
後
、
庭
先

に
残
し
た
雪
の
処
理
は
大
変
な
作

業
で
あ
る
。
特
に
高
齢
者
世
帯
や

除
雪
困
難
な
世
帯
で
は
、
大
変
苦

労
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
市

で
も
玄
関
か
ら
道
路
ま
で
の
除
雪

事
業
を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

市
長

要
援
護
世
帯
を
対
象
に
軽

度
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
胎

内
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
援
護

者
世
帯
除
雪
費
助
成
事
業
の
活
用

を
、
広
報
や
民
生
委
員
を
通
し
て

周
知
を
し
て
い
る
が
、
胎
内
地
区

の
利
用
件
数
は
少
な
い
。
胎
内
地

区
の
方
々
か
ら
お
困
り
の
状
況
な

ど
を
聞
い
て
、
高
齢
者
世
帯
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

玄
関
か
ら
道
路
ま
で
の

除
雪
に
つ
い
て

坂上 隆夫 議員

一般質問 一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

等級下落による米農家支援について
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会計年度任用職員登録募集のお知らせ

市所有のドローンの操縦訓練

議
員
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
平

等
な
雇
用
機
会
の
確
保
や
、
継
続

雇
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

市
長

職
員
を
公
募
す
る
際
は
、

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し

て
い
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
登
録
も
行
っ
て
い
る
。
継
続

雇
用
に
つ
い
て
、
任
期
は
１
会
計

年
度
内
と
な
っ
て
お
り
５
年
度
目

ま
で
再
度
の
任
用
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
雇
用
機
会
の
平
等
性
に
配

慮
し
、
応
募
が
複
数
あ
れ
ば
全
て

の
方
に
つ
い
て
面
接
選
考
等
を
行

い
、
よ
り
適
任
と
思
わ
れ
る
方
を

任
用
し
て
い
る
。

議
員
　
複
数
年
度
雇
用
期
間
や
、

継
続
任
用
の
回
数
な
ど
の
条
例
制

定
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
長

条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
何
ら
か
の
必
要
規
定
が
あ

れ
ば
盛
り
込
ん
で
い
く
。

議
員
　
本
市
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

の
所
有
状
況
と
主
な
使
用
目
的
は
。

市
長

災
害
時
の
情
報
収
集
、
道

路
や
橋
梁
点
検
、
熊
の
捜
索
な
ど

を
主
な
目
的
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
を

１
台
購
入
し
て
い
る
。

議
員
　
防
災
・
災
害
対
策
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
の
考
え
は
。

市
長

災
害
時
に
お
い
て
ド
ロ
ー

ン
は
出
動
準
備
が
短
時
間
で
済
む

こ
と
、
災
害
現
場
付
近
ま
で
接
近

し
て
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
迅
速
な
被
害
確
認
や
情
報
収

集
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

事
故
防
止
対
策
と
し
て
自
転
車
利

用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
必
要

性
を
周
知
し
、
購
入
促
進
の
た
め

の
費
用
を
補
助
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長

補
助
制
度
自
体
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
周
知
及
び
啓
発
の
ほ
か

に
、
国
に
お
い
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
義
務
化
に
向
け
た
議
論
も
行

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

補
助
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
の
有
効
的
な

利
活
用
に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

渡辺 栄六 議員

一般質問 一般質問

会計年度任用職員制度の適正な運用について
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胎内市防災ガイドブックＧＰＳ端末システム

ジェンダーレスの制服

防災行政無線 屋外スピーカー

市販のオーガニック野菜

議
員
　
今
期
除
雪
に
従
事
さ
れ
る

稼
働
台
数
は
。

地
域
整
備
課
長

　車
道
除
雪
106
台
、

歩
道
除
雪
20
台
。

議
員
　
今
期
か
ら
導
入
予
定
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
。

市
長
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
除
雪
の

作
業
状
況
や
車
両
の
位
置
情
報
を

管
理
、
共
有
す
る
。
除
雪
後
の
事

務
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
を
図

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
こ
と
で
市
民
も
情
報
を

把
握
で
き
、
市
に
対
す
る
問
合
せ

や
要
望
に
も
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
担
当
路
線
が
早
く
終
わ
っ

た
際
に
、
担
当
路
線
外
に
応
援
依

頼
を
す
る
な
ど
の
予
定
は
あ
る
か
。

業
者
と
し
て
は
、
排
雪
置
場
や
道

路
障
害
物
な
ど
の
事
前
把
握
が
な

い
と
厳
し
い
と
の
こ
と
だ
が
。

地
域
整
備
課
長
　
初
見
で
除
雪
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
業
者
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
考
え
て
い
く
。

議
員
　
市
担
当
路
線
外
の
県
道
な

ど
で
、
出
動
判
断
の
違
い
で
未
除

雪
等
の
際
、
県
と
の
連
携
は
。

市
長
　
お
互
い
に
接
し
て
い
る
部

分
は
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
配
慮
し
て
き
て
い
る
が
、

状
況
に
よ
っ
て
対
応
す
る
よ
う
常

に
心
が
け
て
い
く
。

議
員
　
中
条
中
学
校
が
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
化
に
対
応
し
た
制
服
を

採
用
し
た
が
、
他
の
学
校
の
対
応

は
。

教
育
長

　女
子
制
服
で
ス
カ
ー
ト

の
代
わ
り
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
着
用
も

認
め
て
い
る
。

議
員
　
保
護
者
側
か
ら
は
制
服
変

更
に
関
す
る
動
き
出
し
や
手
法
が

分
か
ら
な
い
と
聞
い
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
用
い
て
手
段
や
方

法
を
示
し
て
い
く
な
ど
の
考
え
は
。

教
育
長

　ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

学
校
も
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
学

校
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等
と
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。

議
員
　
進
学
時
の
制
服
購
入
は
金

銭
的
に
か
な
り
保
護
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
中
条
中
の
新
制
服

代
は
他
の
中
学
校
既
存
制
服
に
比

べ
て
最
大
一
万
円
ほ
ど
安
く
な
る

が
、
中
学
校
再
編
に
向
け
た
動
き

の
中
で
先
駆
け
て
全
校
で
採
用
す

る
な
ど
の
考
え
は
。

教
育
長

　検
討
委
員
会
の
中
で
そ

の
よ
う
な
話
が
出
れ
ば
検
討
す
る

こ
と
も
あ
る
。
多
様
化
へ
の
対
応

と
経
済
的
負
担
の
両
輪
で
各
学
校

で
検
討
す
る
よ
う
伝
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
・
防
災
行
政
無
線
の
使
用
法
と

発
信
に
つ
い
て

議
員
　
市
内
避
難
所
の
収
容
人
数

は
適
切
か
。

市
長
　
１
人
当
た
り
４
平
方
メ
ー

ト
ル
で
換
算
し
、
県
施
設
を
含
め

１
万
１
千
300
人
と
し
て
い
る
。
不

足
も
想
定
し
、
在
宅
避
難
や
屋
外

で
の
車
中
泊
、
知
人
や
親
戚
等
へ

の
縁
故
避
難
に
つ
い
て
も
周
知
し

て
い
る
。

議
員
　
自
主
防
災
組
織
の
組
織
数

と
個
別
避
難
計
画
策
定
状
況
は
。

市
長
　
現
在
117
組
織
で
世
帯
数
で

の
組
織
率
は
95
％
。
若
松
町
第

１
・
鴻
ノ
巣
・
乙
・
坪
穴
で
個
別

避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

令
和
８
年
５
月
を
目
途
に
全
集
落

で
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
が
、
災
害
時
助
け
合
え
る

状
況
に
あ
る
と
い
え
る
か
。

市
長
　
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
を
通
じ
て
、
様
々
な
支
え
合

い
や
、
防
災
の
認
識
が
共
有
さ
れ

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
有
機
米
、
有
機
野
菜
の
生

産
の
現
状
に
つ
い
て
。

市
長
　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
米
の
生

産
面
積
は
13.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
収
量

は
約
39
ト
ン
で
あ
り
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
に
適
合
す
る
野
菜
栽
培
の
取
組

み
は
な
い
。

議
員
　
こ
ど
も
園
、
保
育
園
で
月

１
回
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
実
施

で
き
な
い
か
。

市
長
　
公
立
こ
ど
も
園
、
保
育
園

で
は
１
日
400
食
の
給
食
を
提
供
し

て
お
り
、
量
の
確
保
や
価
格
面
で

の
調
整
等
課
題
が
あ
る
が
、
食
育

の
観
点
か
ら
意
義
が
あ
る
。
地
域

農
業
活
性
化
の
一
助
に
も
な
る
の

で
、
関
係
機
関
と
折
衝
、
意
見
交

換
を
す
る
等
取
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

議
員
　
令
和
４
年
10
月
か
ら
Ⅰ
Ｃ

カ
ー
ド
使
用
に
よ
り
勤
務
時
間
が

一
人
一
人
把
握
で
き
る
と
聞
い
た
。

令
和
５
年
度
上
半
期
の
時
間
外
勤

務
状
況
は
。

市
長
　
上
半
期
職
員
一
か
月
当
た

り
平
均
14.6
時
間
。
月
45
時
間
を
超

え
る
職
員
が
延
べ
28
人
い
た
。

議
員
　
働
き
過
ぎ
を
改
善
す
る
よ

う
業
務
改
革
が
必
要
で
な
い
か
。

市
長
　
必
要
な
超
過
勤
務
は
ど
う

し
て
も
あ
る
。
多
様
な
業
務
に
対

応
し
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
は
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に

つ
い
て

市
職
員
の
労
働
状
況

に
つ
い
て

中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

筧 智也 議員 羽田野 孝子 議員 

一般質問 一般質問

道路除排雪委託について 災害時の市内避難所について

胎内市議会だより　№80
令和6年2月14日発行
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胎内市防災ガイドブックＧＰＳ端末システム

ジェンダーレスの制服

防災行政無線 屋外スピーカー

市販のオーガニック野菜

議
員
　
今
期
除
雪
に
従
事
さ
れ
る

稼
働
台
数
は
。

地
域
整
備
課
長

　車
道
除
雪
106
台
、

歩
道
除
雪
20
台
。

議
員
　
今
期
か
ら
導
入
予
定
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
。

市
長
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
除
雪
の

作
業
状
況
や
車
両
の
位
置
情
報
を

管
理
、
共
有
す
る
。
除
雪
後
の
事

務
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
を
図

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
こ
と
で
市
民
も
情
報
を

把
握
で
き
、
市
に
対
す
る
問
合
せ

や
要
望
に
も
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
担
当
路
線
が
早
く
終
わ
っ

た
際
に
、
担
当
路
線
外
に
応
援
依

頼
を
す
る
な
ど
の
予
定
は
あ
る
か
。

業
者
と
し
て
は
、
排
雪
置
場
や
道

路
障
害
物
な
ど
の
事
前
把
握
が
な

い
と
厳
し
い
と
の
こ
と
だ
が
。

地
域
整
備
課
長
　
初
見
で
除
雪
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
業
者
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
考
え
て
い
く
。

議
員
　
市
担
当
路
線
外
の
県
道
な

ど
で
、
出
動
判
断
の
違
い
で
未
除

雪
等
の
際
、
県
と
の
連
携
は
。

市
長
　
お
互
い
に
接
し
て
い
る
部

分
は
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
配
慮
し
て
き
て
い
る
が
、

状
況
に
よ
っ
て
対
応
す
る
よ
う
常

に
心
が
け
て
い
く
。

議
員
　
中
条
中
学
校
が
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
化
に
対
応
し
た
制
服
を

採
用
し
た
が
、
他
の
学
校
の
対
応

は
。

教
育
長

　女
子
制
服
で
ス
カ
ー
ト

の
代
わ
り
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
着
用
も

認
め
て
い
る
。

議
員
　
保
護
者
側
か
ら
は
制
服
変

更
に
関
す
る
動
き
出
し
や
手
法
が

分
か
ら
な
い
と
聞
い
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
用
い
て
手
段
や
方

法
を
示
し
て
い
く
な
ど
の
考
え
は
。

教
育
長

　ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

学
校
も
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
学

校
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等
と
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。

議
員
　
進
学
時
の
制
服
購
入
は
金

銭
的
に
か
な
り
保
護
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
中
条
中
の
新
制
服

代
は
他
の
中
学
校
既
存
制
服
に
比

べ
て
最
大
一
万
円
ほ
ど
安
く
な
る

が
、
中
学
校
再
編
に
向
け
た
動
き

の
中
で
先
駆
け
て
全
校
で
採
用
す

る
な
ど
の
考
え
は
。

教
育
長

　検
討
委
員
会
の
中
で
そ

の
よ
う
な
話
が
出
れ
ば
検
討
す
る

こ
と
も
あ
る
。
多
様
化
へ
の
対
応

と
経
済
的
負
担
の
両
輪
で
各
学
校

で
検
討
す
る
よ
う
伝
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
・
防
災
行
政
無
線
の
使
用
法
と

発
信
に
つ
い
て

議
員
　
市
内
避
難
所
の
収
容
人
数

は
適
切
か
。

市
長
　
１
人
当
た
り
４
平
方
メ
ー

ト
ル
で
換
算
し
、
県
施
設
を
含
め

１
万
１
千
300
人
と
し
て
い
る
。
不

足
も
想
定
し
、
在
宅
避
難
や
屋
外

で
の
車
中
泊
、
知
人
や
親
戚
等
へ

の
縁
故
避
難
に
つ
い
て
も
周
知
し

て
い
る
。

議
員
　
自
主
防
災
組
織
の
組
織
数

と
個
別
避
難
計
画
策
定
状
況
は
。

市
長
　
現
在
117
組
織
で
世
帯
数
で

の
組
織
率
は
95
％
。
若
松
町
第

１
・
鴻
ノ
巣
・
乙
・
坪
穴
で
個
別

避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

令
和
８
年
５
月
を
目
途
に
全
集
落

で
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員
　
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
が
、
災
害
時
助
け
合
え
る

状
況
に
あ
る
と
い
え
る
か
。

市
長
　
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
を
通
じ
て
、
様
々
な
支
え
合

い
や
、
防
災
の
認
識
が
共
有
さ
れ

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
有
機
米
、
有
機
野
菜
の
生

産
の
現
状
に
つ
い
て
。

市
長
　
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
米
の
生

産
面
積
は
13.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
収
量

は
約
39
ト
ン
で
あ
り
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
に
適
合
す
る
野
菜
栽
培
の
取
組

み
は
な
い
。

議
員
　
こ
ど
も
園
、
保
育
園
で
月

１
回
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
実
施

で
き
な
い
か
。

市
長
　
公
立
こ
ど
も
園
、
保
育
園

で
は
１
日
400
食
の
給
食
を
提
供
し

て
お
り
、
量
の
確
保
や
価
格
面
で

の
調
整
等
課
題
が
あ
る
が
、
食
育

の
観
点
か
ら
意
義
が
あ
る
。
地
域

農
業
活
性
化
の
一
助
に
も
な
る
の

で
、
関
係
機
関
と
折
衝
、
意
見
交

換
を
す
る
等
取
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

議
員
　
令
和
４
年
10
月
か
ら
Ⅰ
Ｃ

カ
ー
ド
使
用
に
よ
り
勤
務
時
間
が

一
人
一
人
把
握
で
き
る
と
聞
い
た
。

令
和
５
年
度
上
半
期
の
時
間
外
勤

務
状
況
は
。

市
長
　
上
半
期
職
員
一
か
月
当
た

り
平
均
14.6
時
間
。
月
45
時
間
を
超

え
る
職
員
が
延
べ
28
人
い
た
。

議
員
　
働
き
過
ぎ
を
改
善
す
る
よ

う
業
務
改
革
が
必
要
で
な
い
か
。

市
長
　
必
要
な
超
過
勤
務
は
ど
う

し
て
も
あ
る
。
多
様
な
業
務
に
対

応
し
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
は
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に

つ
い
て

市
職
員
の
労
働
状
況

に
つ
い
て

中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

筧 智也 議員 羽田野 孝子 議員 

一般質問 一般質問

道路除排雪委託について 災害時の市内避難所について

胎内市議会だより　№80
令和6年2月14日発行
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民生委員児童委員研修会

防災意識を高める訓練 アピアランスケア用具（ウィッグ）

胎内市産米

消えかかっている路面標識

議
員
　
近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
や
独
居
高
齢
者
の
増
加
、

老
々
介
護
な
ど
住
民
生
活
を
取
り

巻
く
課
題
が
複
雑
化
、
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
民
生
委
員
の
役
割

も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の

た
め
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
当
市
の
現
状
と
課
題

は
。

市
長
　
民
生
委
員
の
業
務
は
極
め

て
広
範
か
つ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
人
も
少
な
く
、
孤
立
し
て

し
ま
う
懸
念
も
あ
る
こ
と
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

担
当
地
区
の
見
直
し
等
に
よ
る
業

務
の
平
準
化
や
各
相
談
支
援
事
業

所
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
役
割
分

担
の
整
理
な
ど
、
民
生
委
員
の
意

向
を
確
認
し
、
孤
立
し
な
い
よ
う

負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
く
。

議
員
　
自
治
会
の
役
員
が
自
主
防

災
組
織
の
役
員
も
兼
ね
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
特
に
班
長
も
役
員

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
半
年
か

一
年
で
交
代
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

た
め
、
組
織
の
役
員
と
い
う
意
識

が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
方

策
は
。

市
長
　
自
主
防
災
組
織
で
実
施
す

る
避
難
訓
練
等
の
実
動
訓
練
を
通

じ
、
自
主
防
災
力
の
向
上
を
図
る

ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
他
組
織
と
の
意
見
交

換
を
実
施
し
、
各
組
織
の
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
な
ど
防
災
意

識
の
高
揚
が
図
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。

議
員
　
自
治
会
・
集
落
に
お
い
て

は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

行
政
区
の
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
特
に
小
規
模
行
政
区

で
は
、
地
域
の
様
々
な
事
業
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
活
動
を
続

け
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
行
政
区
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
一
部
の
地
域
を
除
き
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
み
、

地
域
の
防
災
力
の
維
持
や
地
域
の

住
民
の
間
で
の
支
え
合
い
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
、
活
性
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
道
路
に
引
か
れ
て
い
る
横

断
歩
道
等
の
道
路
標
識
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
「
消
え
か
か
っ
て
い

る
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。
安
全

性
確
保
の
た
め
、
白
線
の
改
善
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
で
更
新
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
新
発
田
警
察
署
で
補
修
等

を
行
っ
て
お
り
、
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
で
学
校
等
公
共
施
設
か
ら

の
距
離
、
利
用
頻
度
、
交
通
量
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
優
先
順

位
を
つ
け
、
補
修
等
を
行
っ
て
い

る
と
確
認
し
て
い
る
。

議
員
　
市
民
か
ら
の
要
望
も
多
い

と
思
う
が
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長

　令
和
５
年
度
で
、
８

地
区
か
ら
要
望
が
あ
り
、
箇
所
と

し
て
は
14
か
所
、
市
の
パ
ト
ロ
ー

ル
も
含
め
て
20
か
所
に
つ
い
て
県

に
補
修
の
要
望
を
し
て
い
る
。

議
員
　
入
居
に
際
し
て
保
証
人
を

求
め
る
こ
と
は
廃
止
し
、
安
心
し

て
入
居
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

な
い
か
。

市
長
　
保
証
人
は
可
能
な
限
り
お

願
い
し
て
い
る
も
の
の
、
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
は
そ
の
限
り
で

は
な
く
、
実
際
に
10
世
帯
が
保
証

人
が
な
く
て
も
入
居
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
が
ん
な
ど
の
副
作
用
に
よ

る
外
見
の
変
化
に
悩
む
患
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

が
広
が
っ
て
い
る
。
が
ん
治
療
の

た
め
、
必
要
と
な
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
、

乳
房
補
整
具
等
の
購
入
に
対
し
て

一
部
を
補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
所
得
要
件
な
ど
も
考
慮
に

入
れ
な
が
ら
、
当
該
費
用
の
助
成

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員
　
2014
年
の
米
価
暴
落
以
降
、

2020
年
か
ら
22
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
外
食
需
要
が
落
ち
込
む
な
ど
米

価
下
落
傾
向
が
続
き
、
さ
ら
に
農

業
資
材
や
燃
油
な
ど
の
物
価
高
騰

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
今
回
の
猛

暑
被
害
が
重
な
っ
て
い
る
。
コ
メ

農
家
に
対
し
て
減
収
補
て
ん
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
Ｊ
Ａ
胎
内
市
が
行
う
緊
急

農
業
経
営
安
定
対
策
資
金
の
２
年

分
の
保
証
料
相
当
額
を
市
で
補
助

す
る
。

公
営
住
宅
の
保
証
人

に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
の

育
成
・
支
援
に
つ
い
て

行
政
区
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

に
つ
い
て

コ
メ
の
減
収
補
て
ん

に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

渡辺 宏行 議員 丸山 孝博 議員 

一般質問 一般質問

民生委員・児童委員の活動支援について 消えかかっている道路標識の更新を

胎内市議会だより　№80
令和6年2月14日発行
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民生委員児童委員研修会

防災意識を高める訓練 アピアランスケア用具（ウィッグ）

胎内市産米

消えかかっている路面標識

議
員
　
近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
や
独
居
高
齢
者
の
増
加
、

老
々
介
護
な
ど
住
民
生
活
を
取
り

巻
く
課
題
が
複
雑
化
、
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
民
生
委
員
の
役
割

も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の

た
め
民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
当
市
の
現
状
と
課
題

は
。

市
長
　
民
生
委
員
の
業
務
は
極
め

て
広
範
か
つ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
人
も
少
な
く
、
孤
立
し
て

し
ま
う
懸
念
も
あ
る
こ
と
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

担
当
地
区
の
見
直
し
等
に
よ
る
業

務
の
平
準
化
や
各
相
談
支
援
事
業

所
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
役
割
分

担
の
整
理
な
ど
、
民
生
委
員
の
意

向
を
確
認
し
、
孤
立
し
な
い
よ
う

負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
く
。

議
員
　
自
治
会
の
役
員
が
自
主
防

災
組
織
の
役
員
も
兼
ね
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
特
に
班
長
も
役
員

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
半
年
か

一
年
で
交
代
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

た
め
、
組
織
の
役
員
と
い
う
意
識

が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
方

策
は
。

市
長
　
自
主
防
災
組
織
で
実
施
す

る
避
難
訓
練
等
の
実
動
訓
練
を
通

じ
、
自
主
防
災
力
の
向
上
を
図
る

ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
他
組
織
と
の
意
見
交

換
を
実
施
し
、
各
組
織
の
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
な
ど
防
災
意

識
の
高
揚
が
図
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。

議
員
　
自
治
会
・
集
落
に
お
い
て

は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

行
政
区
の
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
特
に
小
規
模
行
政
区

で
は
、
地
域
の
様
々
な
事
業
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
活
動
を
続

け
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
行
政
区
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
一
部
の
地
域
を
除
き
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
み
、

地
域
の
防
災
力
の
維
持
や
地
域
の

住
民
の
間
で
の
支
え
合
い
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
、
活
性
化
し
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
道
路
に
引
か
れ
て
い
る
横

断
歩
道
等
の
道
路
標
識
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
「
消
え
か
か
っ
て
い

る
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。
安
全

性
確
保
の
た
め
、
白
線
の
改
善
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計

画
で
更
新
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
新
発
田
警
察
署
で
補
修
等

を
行
っ
て
お
り
、
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
で
学
校
等
公
共
施
設
か
ら

の
距
離
、
利
用
頻
度
、
交
通
量
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
優
先
順

位
を
つ
け
、
補
修
等
を
行
っ
て
い

る
と
確
認
し
て
い
る
。

議
員
　
市
民
か
ら
の
要
望
も
多
い

と
思
う
が
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長

　令
和
５
年
度
で
、
８

地
区
か
ら
要
望
が
あ
り
、
箇
所
と

し
て
は
14
か
所
、
市
の
パ
ト
ロ
ー

ル
も
含
め
て
20
か
所
に
つ
い
て
県

に
補
修
の
要
望
を
し
て
い
る
。

議
員
　
入
居
に
際
し
て
保
証
人
を

求
め
る
こ
と
は
廃
止
し
、
安
心
し

て
入
居
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

な
い
か
。

市
長
　
保
証
人
は
可
能
な
限
り
お

願
い
し
て
い
る
も
の
の
、
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
は
そ
の
限
り
で

は
な
く
、
実
際
に
10
世
帯
が
保
証

人
が
な
く
て
も
入
居
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
が
ん
な
ど
の
副
作
用
に
よ

る
外
見
の
変
化
に
悩
む
患
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

が
広
が
っ
て
い
る
。
が
ん
治
療
の

た
め
、
必
要
と
な
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
、

乳
房
補
整
具
等
の
購
入
に
対
し
て

一
部
を
補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
所
得
要
件
な
ど
も
考
慮
に

入
れ
な
が
ら
、
当
該
費
用
の
助
成

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員
　
2014
年
の
米
価
暴
落
以
降
、

2020
年
か
ら
22
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
外
食
需
要
が
落
ち
込
む
な
ど
米

価
下
落
傾
向
が
続
き
、
さ
ら
に
農

業
資
材
や
燃
油
な
ど
の
物
価
高
騰

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
今
回
の
猛

暑
被
害
が
重
な
っ
て
い
る
。
コ
メ

農
家
に
対
し
て
減
収
補
て
ん
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
Ｊ
Ａ
胎
内
市
が
行
う
緊
急

農
業
経
営
安
定
対
策
資
金
の
２
年

分
の
保
証
料
相
当
額
を
市
で
補
助

す
る
。

公
営
住
宅
の
保
証
人

に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
の

育
成
・
支
援
に
つ
い
て

行
政
区
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

に
つ
い
て

コ
メ
の
減
収
補
て
ん

に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

渡辺 宏行 議員 丸山 孝博 議員 

一般質問 一般質問

民生委員・児童委員の活動支援について 消えかかっている道路標識の更新を
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印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

答
弁

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

答
弁

答
弁

常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

答
弁

15

地域おこし協力隊

旧遺跡資料室跡地

旧中条体育館跡地

議
員
　
旧
中
条
体
育
館
跡
地
は
臨

時
駐
車
場
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
施
設
の
候
補
地
の
１
つ

で
も
あ
っ
た
。
将
来
的
に
ど
う
利

用
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
周
辺
の
道
路
状
況
を
踏
ま

え
生
涯
学
習
施
設
の
設
置
は
難
し

い
。
地
区
公
民
館
的
な
活
用
な
ど

財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
望

ま
し
い
方
向
付
け
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
二
葉
町
地
内
の
市
営
住
宅

跡
地
は
、
一
部
は
駐
車
場
や
防
災

公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
近
隣

に
ス
ー
パ
ー
も
建
設
さ
れ
住
宅

ニ
ー
ズ
が
高
い
と
考
え
る
。
残
さ

れ
た
土
地
の
利
用
の
予
定
は
。

市
長
　
都
市
計
画
法
上
の
第
１
種

低
層
住
宅
専
用
地
域
で
あ
り
、
宅

地
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

売
却
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
方
向

付
け
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
東
本
町
地
内
の
旧
遺
跡
資

料
室
跡
地
は
昨
年
夏
に
解
体
さ
れ

更
地
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
環
境

を
考
慮
す
る
と
住
宅
用
地
に
適
し

て
い
る
と
考
え
る
。
売
却
の
考
え

は
。

市
長
　
周
辺
住
民
か
ら
道
路
拡
幅

の
要
望
が
あ
る
の
で
、
土
地
の
一

部
を
道
路
用
地
と
し
て
検
討
し
、

住
宅
用
地
に
も
適
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
有
効
活
用
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
　
任
期
終
了
後
の
定
住
者
は

何
人
か
。
そ
の
人
た
ち
の
現
在
の

活
動
内
容
は
。

市
長
　
任
期
終
了
後
の
隊
員
８
人

中
、
３
人
が
定
住
し
、
登
山
ガ
イ

ド
、
苔
の
栽
培
と
販
売
、
そ
し
て

パ
ン
の
製
造
と
販
売
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
近
隣
市
町
村
に
居
住
し
、

市
の
観
光
振
興
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
を
し
て
い
る
方
も
い
る
。

議
員
　
観
光
の
象
徴
で
あ
る
胎
内

リ
ゾ
ー
ト
や
樽
ケ
橋
エ
リ
ア
、
奥

胎
内
の
自
然
及
び
洋
上
風
力
発
電

を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動

す
れ
ば
、
当
市
に
資
す
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
い
ず
れ
も
推
進
す
べ
き
重

要
な
分
野
で
あ
る
の
で
、
今
後
適

宜
、
有
効
な
手
段
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

八幡 元弘 議員 

一般質問

市所有の土地の活用について

胎内市議会だより　№80
令和6年2月14日発行
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厚
生
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境

厚
生
環
境

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
用
い
て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
を
申
請
す
る
場
合
、
印
鑑
登
録
証

の
添
付
は
不
要
と
し
、
郵
送
等
に
よ

り
交
付
で
き
る
よ
う
に
改
正
す
る
も

の
。
な
お
、
窓
口
交
付
の
場
合
は
従

来
通
り
印
鑑
登
録
証
の
添
付
が
必
要
。

質
問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
、

質
問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
、

受
け
取
り
は
郵
送
か
窓
口
で
の
受
け

取
り
と
な
る
が
、
支
払
い
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
弁
　
郵
送
の
場
合
は
、
証
明
書
の

手
数
料
と
郵
送
料
を
オ
ン
ラ
イ
ン
決

済
で
の
支
払
い
。
窓
口
で
受
け
取
る

場
合
は
、
手
数
料
の
み
の
支
払
い
と

な
る
。

　
付
託
さ
れ
た
他
７
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
収
益
的
支
出
か
ら
323
万
７
千
円
を

減
額
し
、
そ
の
総
額
を
、
６
億
３
千

299
万
３
千
円
と
す
る
と
と
も
に
、
資

本
的
収
入
に
１
億
４
千
970
万
円
を
追

加
し
、
そ
の
総
額
を
４
億
７
千
846
万

６
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
に
１
億

５
千
334
万
９
千
円
を
追
加
し
、
そ
の

総
額
を
７
億
３
千
102
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。

質
問
　
水
道
の
開
閉
栓
は
何
件
か
、

質
問
　
水
道
の
開
閉
栓
は
何
件
か
、

ま
た
水
道
料
金
の
未
払
い
で
給
水
停

止
し
た
も
の
は
何
件
か
。

答
弁
　
２
千
10
件
程
度
予
定
し
て
お

り
、
給
水
停
止
に
伴
う
開
閉
栓
は
74

件
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
県
内
で
は
開
閉
に
対
し
て
料

質
問
　
県
内
で
は
開
閉
に
対
し
て
料

金
を
徴
収
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る

が
、
当
市
は
徴
収
し
な
い
考
え
で
い

く
の
か
。

答
弁
　
当
市
の
水
道
料
金
は
県
内
で

上
か
ら
４
番
目
の
高
い
水
準
な
の
で
当

面
徴
収
し
な
い
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
付
託
さ
れ
た
他
３
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査
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総
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総
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教

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
総
合
体
育
館
を
は
じ
め
と
す
る
12

の
社
会
体
育
施
設
及
び
都
市
公
園

施
設
で
あ
る
２
つ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
指
定
の
期
間
が
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
、
引
き
続
き
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
た
い
な
い
」
を
指
定

管
理
者
に
指
定
し
、
管
理
運
営
を
行

わ
せ
る
も
の
。

質
問
　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク

質
問
　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
た
い
な
い
」
以
外
に
公
募
は

あ
っ
た
の
か
。

答
弁
　「
胎
内
市
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
に
関
す

る
条
例
」
第
７
条
に
基
づ
き
、
公
募

に
よ
ら
ず
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
の

は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

た
い
な
い
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
例

外
は
、
設
置
目
的
等
か
ら
施
設
を
積

極
的
に
活
用
し
、
管
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
公
共
的
団
体
と
し
て
胎
内

市
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
た
い
な

い
」
に
公
募
に
よ
ら
ず
選
定
し
て
審

査
を
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
他
４
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

ぷれすぽ胎内
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地域おこし協力隊

旧遺跡資料室跡地

旧中条体育館跡地

議
員
　
旧
中
条
体
育
館
跡
地
は
臨

時
駐
車
場
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
施
設
の
候
補
地
の
１
つ

で
も
あ
っ
た
。
将
来
的
に
ど
う
利

用
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
周
辺
の
道
路
状
況
を
踏
ま

え
生
涯
学
習
施
設
の
設
置
は
難
し

い
。
地
区
公
民
館
的
な
活
用
な
ど

財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
望

ま
し
い
方
向
付
け
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
二
葉
町
地
内
の
市
営
住
宅

跡
地
は
、
一
部
は
駐
車
場
や
防
災

公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
近
隣

に
ス
ー
パ
ー
も
建
設
さ
れ
住
宅

ニ
ー
ズ
が
高
い
と
考
え
る
。
残
さ

れ
た
土
地
の
利
用
の
予
定
は
。

市
長
　
都
市
計
画
法
上
の
第
１
種

低
層
住
宅
専
用
地
域
で
あ
り
、
宅

地
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

売
却
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
方
向

付
け
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
東
本
町
地
内
の
旧
遺
跡
資

料
室
跡
地
は
昨
年
夏
に
解
体
さ
れ

更
地
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
環
境

を
考
慮
す
る
と
住
宅
用
地
に
適
し

て
い
る
と
考
え
る
。
売
却
の
考
え

は
。

市
長
　
周
辺
住
民
か
ら
道
路
拡
幅

の
要
望
が
あ
る
の
で
、
土
地
の
一

部
を
道
路
用
地
と
し
て
検
討
し
、

住
宅
用
地
に
も
適
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
有
効
活
用
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
　
任
期
終
了
後
の
定
住
者
は

何
人
か
。
そ
の
人
た
ち
の
現
在
の

活
動
内
容
は
。

市
長
　
任
期
終
了
後
の
隊
員
８
人

中
、
３
人
が
定
住
し
、
登
山
ガ
イ

ド
、
苔
の
栽
培
と
販
売
、
そ
し
て

パ
ン
の
製
造
と
販
売
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
近
隣
市
町
村
に
居
住
し
、

市
の
観
光
振
興
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
を
し
て
い
る
方
も
い
る
。

議
員
　
観
光
の
象
徴
で
あ
る
胎
内

リ
ゾ
ー
ト
や
樽
ケ
橋
エ
リ
ア
、
奥

胎
内
の
自
然
及
び
洋
上
風
力
発
電

を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動

す
れ
ば
、
当
市
に
資
す
る
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
い
ず
れ
も
推
進
す
べ
き
重

要
な
分
野
で
あ
る
の
で
、
今
後
適

宜
、
有
効
な
手
段
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

八幡 元弘 議員 

一般質問

市所有の土地の活用について

胎内市議会だより　№80
令和6年2月14日発行

14



会
派
視
察
報
告

◇
視
察
日
　
11
月
７
日

◇
視
察
先
　
長
野
県
大
町
市

【
少
子
化
に
伴
う
小
中
学
校
再
編
】

　
大
町
市
で
は
、
平
成
30
年
に
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
や
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
並
び
に
研
究
部
会

を
行
っ
た
後
、
報
告
書
の
提
言
を
受

け
再
編
計
画
に
着
手
し
た
。
令
和
３

年
臨
時
教
育
委
員
会
に
て
「
学
校
再

編
基
本
計
画
」
を
議
決
し
、
令
和
５

年
度
よ
り
再
編
を
実
施
し
て
い
る
。

　
実
施
へ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
市
民
や
保
護
者
へ
の

情
報
発
信
を
重
視
す
る
こ
と
で
広
く

理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
通
学
時

間
や
距
離
な
ど
の
実
質
面
に
も
最
大

限
配
慮
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

丁
寧
か
つ
繊
細
さ
を
感
じ
た
。

◇
視
察
日
　
11
月
８
日

◇
視
察
先
　
福
井
県
勝
山
市

【
監
視
カ
メ
ラ
公
開
シ
ス
テ
ム
】

　
勝
山
市
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー

タ
送
信
監
視
カ
メ
ラ
を
令
和
２
年
か

ら
導
入
し
て
い
る
。
現
在
28
台
の
カ

メ
ラ
で
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
河

川
、
冬
は
市
道
の
降
雪
を
監
視
し
て

い
る
。
ま
た
移
設
可
能
で
感
応
式
の

機
能
も
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
ク
マ

対
策
や
渋
滞
監
視
な
ど
用
途
を
広
げ

て
市
民
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。

　
維
持
管
理
は
人
的
労
力
が
か
か
る

が
、
災
害
に
向
け
た
情
報
収
集
力
の

早
さ
と
、
そ
の
際
の
安
全
確
保
に
対

し
て
大
い
に
有
効
で
あ
る
と
感
じ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

閉会中調査のその後
　
議
会
だ
よ
り
№
78
号
（
13
ペ

ー
ジ
）
に
て
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
の
閉
会
中
所
管
事
務
調

査
に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
利
用
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
」
の
授
業
現
場
を
視
察

し
た
調
査
報
告
書
を
掲
載
し
た
。

　
そ
の
際
に
受
け
た
説
明
の
中

に
、
各
種
授
業
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、

教
室
だ
け
で
な
く
、
体
育
館
や

音
楽
室
の
ほ
か
、
様
々
な
授
業

で
使
用
す
る
特
別
教
室
な
ど
、

学
校
内
で
も
電
波
受
信
状
態
の

良
く
な
い
箇
所
が
あ
る
場
合
は

対
応
が
必
要
に
な
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
対
応
策
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
の
移
動
や
増
設
、
電

波
強
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
で

き
る
限
り
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
中
条
小
学
校
の
改
築
や
中
学

校
再
編
の
検
討
な
ど
、
教
育
現

場
に
て
様
々
な
動
き
が
進
ん
で

い
る
当
市
で
あ
る
が
、※

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
今
後
更
に
重
要
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
時
代
に
合
わ

せ
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
改
め
て
認
識
し
た
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
：
情
報
通
信
技
術

総
務
文
教
常
任
委
員
会

勝山市役所にて

アクセスポイントタブレット端末
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◇
視
察
日
　
10
月
11
日

◇
視
察
先
　
長
崎
県
五
島
市

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
】

　
五
島
市
で
は
、
平
成
22
年
よ
り
環

境
省
に
よ
る
洋
上
風
力
発
電
の
実
証

事
業
を
開
始
し
、
令
和
元
年
か
ら
は

当
市
に
先
ん
じ
て
促
進
区
域
へ
の
指

定
、
公
募
を
経
て
現
在
設
置
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洋
上
風

力
と
は
別
に
潮
流
を
利
用
し
た
発
電

の
実
用
化
に
向
け
て
平
成
28
年
よ
り

実
証
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
当
市

の
設
置
の
際
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
、
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

は
令
和
３
年
で
９
社
94
名
、
令
和
４

年
で
９
社
95
名
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
魚
礁
が
生
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
も
実
際
に
サ
ン

ゴ
礁
や
魚
の
群
れ
が
集
ま
る
な
ど
集

魚
効
果
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
今

後
は
漁
も
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

◇
視
察
日
　
10
月
12
日

◇
視
察
先
　
福
岡
県
大
川
市

【
子
育
て
総
合
支
援
施
設
に
つ
い
て
】

　
大
川
市
で
は
、
令
和
３
年
に
市
内

に
点
在
し
て
い
た
子
育
て
関
連
施
設

を
１
つ
に
ま
と
め
て
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支

援
で
き
る
子
育
て
総
合
支
援
施
設
と

し
て
「
モ
ッ
カ
ラ
ン
ド
」
を
設
置
し

た
。
市
内
外
か
ら
利
用
者
が
訪
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
設
置
か
ら

約
２
年
で
市
の
人
口
を
大
幅
に
上
回

る
累
計
７
万
人
の
来
場
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

◇
視
察
日
　
10
月
25
日

◇
視
察
先
　
北
海
道
稚
内
市

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に

つ
い
て
】

　
稚
内
市
で
は
、
「
環
境
都
市
わ
っ

か
な
い
」
と
し
て
省
エ
ネ
の
推
進
と

と
も
に
、
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
施

設
や
多
数
の
風
力
発
電
施
設
な
ど
が

稼
働
し
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
に
よ
り
地
域
活
性
化

を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
地
理
的
・

気
候
的
な
条
件
や
特
徴
を
活
か
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
風
力
発
電
事
業

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
た
地
元
企

業
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
も
伺
い
、

当
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
な
る

先
進
地
で
の
視
察
内
容
で
あ
っ
た
。

◇
視
察
日
　
10
月
27
日

◇
視
察
先
　
北
海
道
小
樽
市

【
お
た
る
案
内
人
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
】

　
小
樽
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
小

樽
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
、

郷
土
愛
の
醸
成
を
図
り
、
実
際
に
観

光
ガ
イ
ド
を
行
う
こ
と
で
表
現
力
を

身
に
付
け
、
歴
史
や
文
化
の
再
発
見
、

再
認
識
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
観
光
客
に
対
し
て
観
光
案
内
を

通
じ
て
、
素
直
な
お
も
て
な
し
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
小
樽

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
歴
史
や
伝
統
、
地
域
の

行
事
や
芸
能
が
数
多
く
存
在
す
る
当

市
に
お
い
て
も
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い

事
業
で
あ
り
、
非
常
に
参
考
と
な
る

視
察
で
あ
っ
た
。

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

会
派
視
察
報
告

委
員
会
視
察
報
告

政
和
会
・
公
明
党

緑

風

会

閉会中調査のその後

五島市福江港にて

小樽市役所にて

会
派
調
査
（
研
修
）
報
告
書
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
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き
の
と
小
学
校
　
６
年
生

渡
邊

菜
月
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　
私
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、
算
数

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
覚
え
た
り
、

考
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
で

は
特
に
、「
体
積
」
の
公
式
を
覚
え
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
問
題
か
ら
適
切
な

数
値
を
選
ん
で
、
公
式
に
当
て
は
め
て
、

間
違
え
ず
に
計
算
す
る
努
力
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
出
て
く
る
学
習
も
気
を
抜
か
ず

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

わ
た
な
べ

な
つ
き

本会議をライブ中継で
配信中です！

※本会議を傍聴する
　場合は本会議当日
に本庁舎５階に
　お越しください。

配信は
こちら

本会議の様子をYouTubeで生配信しています。
詳しくは、専用コード、又は市ホームページ「市議会」
をご覧ください。過去の映像もご覧いただけます。
　本会議の様子は、本庁舎１階ロビー及び産業文化会
館（ロビー）でも視聴できます。

◆
令
和
６
年
２
月
14
日
　
◆
発
行
責
任
者  

議
長 

小
野
德
重

印
刷
／
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ュ

（

）

　
☎
　（
０
２
５
４
）４
３

－

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
５
４
）４
４

－

７
８
７
５

〒
９
５
９

－２
６
９
３

新
潟
県
胎
内
市
新
和
町
２
番
10
号

胎内市ホームページアドレス　https://www.city.tainai.niigata.jp/

No.80
令和6年2月14日
（2024年）

【題字】 渡邊 菜月 さん
わたなべ なつき

胎内市議会
フェイスブック

行政情報発信アプリ

2024年

令和６年第１回定例会の日程（予定）

表紙の写真 

「胎内市の未来を担う
　　　　　　子どもたち」

私の将来の夢は……

小菅  初 さん　（6歳） 服屋

　　  二花さん　（3歳） パン屋

　　  百李さん　（2歳） アンパンマン

　　  

うい

にっか

も　も

こすげ

    

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

市
議
会
で
は
、
市
民
に
、
よ
り
開
か
れ
た
身

近
で
存
在
感
の
あ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
号
よ
り
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
一
般
質
問
の

ペ
ー
ジ
で
録
画
配
信
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
顔
写

真
の
上
に
専
用
コ
ー
ド
を
付
け
加
え
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
さ
ま
に
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
誌
面
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

（
渡
辺

栄
六

記
）

1日 まちづくり常任委員会

6日 会派代表質問

7・8日 一般質問

 11日 予算審査特別委員会（一般会計）

 12日 予算審査特別委員会（特別会計）

13日 予算審査特別委員会（企業会計）

 15日 本会議（最終日）

20日 本会議（初日）

26日 議会運営委員会

28日 総務文教常任委員会

29日 厚生環境常任委員会

2月

3月
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